
要旨 

 

 2004年3月、中央教育審議会・教育課程部会は外国語専門部会の設置を決定し、

必修化に向けた課題の整理、解決策の検討を行うこととなり、小学校における

英語教育が着実に必修化に向かいつつあるのが、今の時代の趨勢である。 

 台湾や日本も、国際化・グローバル化に対応できるように、英語能力の重視

を始めた。本論文は脳生理学、早期外国語教育、バイリンガル教育の理論と現

状を論じ、小学校に英語教育を導入することの課題と提言を論述する。 

 筆者は今まで考察した結果を基にし、小学校におけるバイリンガル教育の提

言は以下の通りである。 

 

（一）母語の確立の重要性 

（二）バイリンガルを育てるには学校教育のみでは困難 

（三）二つの言語体系の差異に関する指導の重要性 

（四）言語への接触頻度と動機について 

（五）偏見を生まない言語観を育てる 

（六）一貫性のあるバイリンガル教育を実施する 

 

母語の重要性では、台湾研究家・篠原正己氏は以下のように述べている。 

 

言葉はその民族の伝承によって存在し、民族とともにある。伝来の

文化とも不可分である。……継承するものを失った言語は滅亡するほ

かない1。 

 

 そのためには、母語に影響しないように、保護者たちも子どもの英語学習の

一助になるよう、助力を願っている。 
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  語言是隨著民族的傳承而存在，與民族共存。和流傳下來的文化是 

不可分的。……喪失了繼承事物的語言只有滅亡一途。 

 


